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「
図
書
の
内
容
に
児
童
・
生
徒
が
そ
の
意
味
を
理
解
す
る
の
に
困
難
で
あ
っ
た
り
、
誤
解
し
た
り
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
は

な
い
こ
と
」
「
未
確
定
な
時
事
的
事
象
に
つ
い
て
断
定
的
に
記
述
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
こ
と
」
等
の
規
定
と
の
整
合
性
に 

つ
き
質
問
し
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
記
述
と
義
務
教
育
諸
学
校
教
科
用
図
書
検
定
基
準
（
平
成
元
年
四
月
四
日
・
文
部
省
告
示
第
四
十
三
号
）
の
「
教

科
用
図
書
の
内
容
は
（
以
下
「
図
書
の
内
容
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
学
年
の
児
童
・
生
徒
の
心
身
の
発
達
段
階
に
適
応
し
て 

 
 

お
り
、
そ
の
能
力
か
ら
み
て
程
度
が
高
過
ぎ
る
と
こ
ろ
又
は
低
過
ぎ
る
と
こ
ろ
は
な
い
こ
と
」
「
図
書
の
内
容
に
、
特
定
の
事 

 

柄
を
特
別
に
強
調
し
過
ぎ
て
い
た
り
、
一
面
的
な
見
解
を
十
分
な
配
慮
な
く
取
り
上
げ
て
い
た
り
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
こ
と
」 

こ
れ
に
対
し
て
平
成
九
年
十
月
二
十
四
日
に
橋
本
龍
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
衆
議
院
議
長
に
送
付
さ
れ
た
答
弁
書
を
拝
受

し
た
。
答
弁
内
容
に
対
し
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

私
は
、
平
成
九
年
十
月
六
日
に
『
「
慰
安
婦
」
問
題
の
教
科
書
掲
載
に
関
す
る
質
問
主
意
書
』
を
提
出
し
、
本
年
度
よ
り
使 

 
 

用
さ
れ
て
い
る
複
数
の
中
学
校
社
会
科
・
歴
史
の
教
科
書
に
、
「
従
軍
慰
安
婦
」
な
る
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
慰
安
婦 

 

が
「
強
制
連
行
さ
れ
た
」
と
解
釈
で
き
る
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
た
。 

「
慰
安
婦
」
問
題
の
教
科
書
掲
載
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

三 

 



 

一 

答
弁
書
に
は
、
歴
史
教
科
書
の
検
定
は
、
「
検
定
の
時
点
に
お
け
る
客
観
的
な
学
問
的
成
果
や
適
切
な
資
料
等
に
照
ら
し 

て
審
議
さ
れ
た
結
果
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。 

こ
こ
で
「
従
軍
慰
安
婦
」
と
い
う
用
語
と
「
強
制
連
行
」
を
印
象
付
け
る
表
現
に
関
す
る
検
定
審
議
に
限
っ
て
、
次
の
点 

大
阪
書
籍 

「
朝
鮮
な
ど
の
若
い
女
性
た
ち
を
慰
安
婦
と
し
て
戦
場
に
連
行
し
て
い
ま
す
」 

各
教
科
書
に
は
次
の
記
述
が
見
受
け
ら
れ
る
。 

教
育
出
版 

「
多
く
の
朝
鮮
人
女
性
な
ど
も
、
従
軍
慰
安
婦
と
し
て
戦
地
に
送
り
出
さ
れ
た
」 

（
二
六
一
ペ
ー
ジ
） 

日
本
文
教
出
版 

「
慰
安
婦
と
し
て
戦
場
の
軍
に
随
行
さ
せ
ら
れ
た
女
性
も
い
た
」 

 
 

 
 

（
二
五
二
ペ
ー
ジ
） 

清
水
書
院 

「
朝
鮮
や
台
湾
な
ど
の
女
性
の
な
か
に
は
戦
地
の
慰
安
施
設
で
働
か
さ
れ
た
者
も
あ
っ
た
」 

日
本
書
籍 
「
慰
安
婦
と
し
て
従
軍
さ
せ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
二
六
四
ペ
ー
ジ
） 

東
京
書
籍 

「
従
軍
慰
安
婦
と
し
て
強
制
的
に
戦
場
に
送
り
だ
さ
れ
た
若
い
女
性
も
多
数
い
た
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
二
六
三
ペ
ー
ジ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
二
六
〇
～
二
六
一
ペ
ー
ジ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
二
五
九
ペ
ー
ジ
） 

四 

 



 

二 

「
慰
安
婦
」
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
、
答
弁
書
で
は
「
平
成
五
年
八
月
の
政
府
調
査
結
果
等
種
々
の
調
査
研
究
が
発
表

さ
れ
て
い
る
こ
と
」
「
こ
の
問
題
が
社
会
的
に
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
か
ら
「
そ
の
記
述
が
認
め
ら
れ 

 

た
」
と
し
て
い
る
が
、
次
の
点
を
問
う
。 

4 

答
弁
書
に
は
「
審
議
さ
れ
た
結
果
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
を
検
討
す
る
た
め
に
、
審
議
の
議
事
内
容
を
開
示
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
も
し
も
、
議
事
録
入
手
に
手
続
き
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の
方
法
を
教
え
て
ほ
し
い
。 

3 

平
成
九
年
三
月
十
二
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
小
山
孝
雄
委
員
の
質
問
に
対
し
て
、
平
林
内
閣
外
政
審
議

室
長
が
「
従
軍
慰
安
婦
に
関
す
る
限
り
は
強
制
連
行
を
直
接
示
す
よ
う
な
政
府
資
料
と
い
う
も
の
は
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
答
弁
し
て
い
る
。 

2 

答
弁
書
で
言
う
「
客
観
的
な
学
問
的
成
果
」
と
は
、
具
体
的
に
何
を
指
す
か
。 

1 
答
弁
書
で
言
う
「
検
定
の
時
点
」
と
は
い
つ
か
。 

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

そ
れ
で
は
、
答
弁
書
で
言
う
「
適
切
な
資
料
」
と
は
何
か
、
資
料
名
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
資
料
を

「
適
切
」
と
判
断
し
た
根
拠
は
何
か
。 

五 

 



 

4 

答
弁
書
で
は
「
こ
の
問
題
が
社
会
的
に
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
、
私
は
、
こ
の
問
題
が
社
会
的

に
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
中
に
、
「
従
軍
慰
安
婦
」
と
い
う
用
語
そ
の
も
の
に
否
定
的
な
考
え
方
や
連
行
の
強
制
的 

要
素
を
否
定
す
る
考
え
方
も
多
く
存
在
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

3 

平
林
内
閣
外
政
審
議
室
長
が
明
ら
か
に
し
た
平
成
五
年
八
月
の
政
府
調
査
結
果
の
実
態
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
回
検
定

審
議
に
お
い
て
、
教
科
書
の
「
慰
安
婦
連
行
の
強
制
的
要
素
」
を
示
す
記
述
は
新
た
な
視
点
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

る
か
ど
う
か
。 

2 
平
成
九
年
三
月
十
二
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
平
林
内
閣
外
政
審
議
室
長
が
、
平
成
五
年
八
月
の
政
府
調

査
結
果
に
つ
い
て
、
「
政
府
の
発
見
し
た
資
料
の
中
に
は
強
制
連
行
を
直
接
示
す
記
述
は
見
当
ら
な
か
っ
た
」
「
ほ
か
の 

 

証
言
、
資
料
等
も
含
め
て
総
合
的
に
強
制
的
な
要
素
が
あ
っ
た
」
「
個
々
の
証
言
を
裏
付
け
る
調
査
は
行
わ
な
か
っ
た
」 

1 

こ
こ
で
言
う
「
種
々
の
調
査
研
究
」
と
は
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
、
全
て
明
示
さ
れ
た
い
。 

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

政
府
は
、
現
時
点
に
お
い
て
も
、
平
成
五
年
八
月
の
政
府
調
査
結
果
の
事
実
に
お
け
る
信
憑
性
に
確
信
を
持
っ
て
い
る

か
。 

六 

 



 

三 
答
弁
書
に
は
「
従
軍
慰
安
婦
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
、
辞
書
等
に
も
広
く
収
録
さ
れ
る
な
ど
、
広
く
社
会
一
般
に
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
科
書
に
お
い
て
も
こ
の
用
語
を
許
容
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
検
定
は
適
切
に
行
わ
れ
た
も

の
と
考
え
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
次
の
点
を
問
う
。 

1 

主
要
辞
典
の
中
で
、 
「
日
本
国
語
大
辞
典
」 

（
小
学
館
）
、 

「
大
辞
泉
」 

（
小
学
館
）
、 

「
万
有
大
百
科
事
典
」 

（
小

学
館
）
、 

「
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
」 

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
）
で
は
、
「
慰
安
婦
」
と
い
う
項
目
は
あ
っ
て
も

「
従
軍
慰
安
婦
」
と
い
う
用
語
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。 

「
広
辞
苑
」 

（
岩
波
書
店
）
で
は
、
平
成
四
年
に
宮
澤
首
相
が
慰
安
婦
問
題
で
韓
国
に
謝
罪
し
た
後
の
平
成
四
年
十
二

月
発
行
の
第
四
版
第
二
刷
か
ら
「
従
軍
慰
安
婦
」
と
い
う
用
語
を
収
録
し
て
い
る
が
、
第
四
版
第
一
刷
（
平
成
三
年
十
一

月
発
行
）
ま
で
は
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 
「
大
辞
林
」 

（
三
省
堂
）
で
も
、
第
一
版
（
昭
和
六
三
年
十
一
月
発
行
）

で
は
記
述
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
従
軍
慰
安
婦
」
の
用
語
が
第
二
版
（
平
成
七
年
十
一
月
発
行
）
か
ら
突
然
収
録
さ
れ
た

が
、「
女
子
挺
身
隊
」
と
混
同
し
た
誤
っ
た
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

「
国
史
大
辞
典
」 

（
吉
川
弘
文
館
）
、 

「
世
界
大

百
科
事
典
」 

（
平
凡
社
）
、
「
日
本
史
大
事
典
」 

（
平
凡
社
）
で
も
「
女
子
挺
身
隊
」
と
混
同
し
て
「
従
軍
慰
安
婦
」
と 

政
府
は
、
こ
れ
ら
の
否
定
的
な
見
解
に
つ
い
て
も
勘
案
す
る
べ
き
と
は
考
え
な
い
の
か
。 

七 

 



 

3 

例
え
ば
、
平
成
九
年
三
月
十
二
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
、
平
林
内
閣
外
政
審
議
室
長
が
「
慰
安
婦
と
女
子
挺
身
隊

は
全
く
異
な
る
も
の
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
「
大
辞
林
」 

（
三
省
堂
）
で
は
「
従
軍
慰
安
婦
」
に
つ
い
て
「
朝
鮮
な
ど

ア
ジ
ア
か
ら
女
子
挺
身
隊
の
名
で
動
員
さ
れ
、
兵
士
相
手
に
慰
安
所
で
性
の
相
手
と
な
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
た
女
性
た 

ち
」
と
説
明
し
て
い
る
。「
国
史
大
辞
典
」 

（
吉
川
弘
文
館
）
、 

「
世
界
大
百
科
事
典
」 

（
平
凡
社
）
、 

「
日
本
史
大
事

典
」 

（
平
凡
社
）
で
も
同
様
の
混
同
が
見
ら
れ
る
。 

2 

そ
の
用
語
が
辞
書
等
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
教
科
書
に
お
け
る
使
用
を
許
容
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
政
府
は
「
辞

書
の
記
述
が
正
確
」
で
あ
る
こ
と
に
責
任
を
持
て
る
の
か
ど
う
か
。 

以
上
の
よ
う
に
、
辞
書
に
よ
っ
て
「
従
軍
慰
安
婦
」
と
い
う
用
語
の
扱
い
は
ま
ち
ま
ち
で
、
「
辞
書
等
に
も
収
録
さ
れ 

 
る
な
ど
、
広
く
社
会
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
」
状
況
に
あ
る
と
は
と
て
も
考
え
難
い
が
、
改
め
て
政
府
の
状
況
認
識
を

問
う
。 

政
府
見
解
と
異
な
る
内
容
の
辞
書
も
存
在
す
る
現
状
で
、
教
科
書
に
お
け
る
用
語
許
容
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
「
辞
書

等
へ
の
収
録
」
を
挙
げ
ら
れ
た
答
弁
に
納
得
し
か
ね
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。 

い
う
用
語
を
説
明
し
て
い
る
。 

八 

 



 

四 

「
従
軍
慰
安
婦
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
答
弁
書
で
は
「
従
軍
と
は
、
軍
隊
に
従
っ
て
戦
地
に
行
く
こ
と
を
言
い
、
軍

人
、
兵
士
等
軍
に
所
属
す
る
人
が
軍
隊
と
共
に
戦
い
に
行
く
こ
と
と
い
う
意
味
の
ほ
か
に
、
兵
士
で
な
い
者
が
軍
隊
に
つ
い

て
戦
地
に
行
く
こ
と
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
記
し
て
あ
る
。 

1 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
「
従
軍
商
人
」
と
い
っ
た
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
な
い
の
に
、
商
業
行
為
を
し
て
い
た
者
の 

5 
「
従
軍
慰
安
婦
」
と
い
う
用
語
が
「
広
く
社
会
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
」
と
政
府
が
理
解
し
た
の
は
い
つ
か
ら
か
。 

4 

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
「
従
軍
慰
安
婦
」
と
い
う
用
語
は
、
広
く
社
会
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
か
。 

例
え
ば
、
「
従
軍
看
護
婦
」
は
、
法
令
上
の
用
語
で
は
な
い
が
、
軍
属
た
る
身
分
を
有
す
る
の
で
「
従
軍
・
・
」
と
い
う 

 
 

 

呼
称
の
使
用
は
当
然
と
考
え
る
。
ま
た
、
「
従
軍
神
職
僧
侶
教
師
」
な
ら
び
に
「
従
軍
記
者
」
は
、
軍
属
で
は
な
い
が
、
法 

 
 

 

令
で
定
め
ら
れ
た
身
分
に
基
づ
き
、
指
定
さ
れ
た
部
隊
に
配
属
さ
れ
、
軍
の
規
律
に
服
し
た
こ
と
か
ら
「
従
軍
・
・
」
の
呼

称
は
問
題
な
い
と
思
う
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
「
慰
安
婦
」
は
、
軍
属
で
も
な
け
れ
ば
、
法
令
に
よ
っ
て
「
従
軍
」
し
た
も
の
で
も
な
い
。
軍
隊
の
駐 

 
 

 

屯
地
周
辺
に
開
設
さ
れ
た
戦
地
娼
家
で
あ
っ
た
慰
安
所
に
お
い
て
、
接
客
を
生
業
と
す
る
従
業
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
者
に

過
ぎ
な
い
。 

九 

 



 

五 

多
く
は
ま
だ
性
体
験
そ
の
も
の
が
な
い
は
ず
の
中
学
生
に
対
し
、
軍
の
慰
安
婦
と
い
う
極
め
て
難
し
い
「
性
」
の
問
題
を

あ
え
て
教
科
書
で
取
り
上
げ
、
学
校
教
育
の
場
で
教
師
が
教
え
る
こ
と
は
、
「
そ
の
学
年
の
児
童
・
生
徒
の
心
身
の
発
達
段 

 

階
に
適
応
し
て
お
り
、
そ
の
能
力
か
ら
み
て
程
度
が
高
過
ぎ
る
と
こ
ろ
又
は
低
過
ぎ
る
と
こ
ろ
は
な
い
こ
と
」
と
い
う
検
定

基
準
の
規
定
に
整
合
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
質
問
し
た
。 

3 

こ
こ
に
例
示
し
た
も
の
以
外
で
、
「
兵
士
で
な
い
者
が
軍
隊
に
つ
い
て
戦
地
に
行
く
こ
と
」
を
も
っ
て
「
従
軍
・
・
」

と
呼
称
さ
れ
て
い
る
例
を
全
て
列
挙
願
い
た
い
。 

2 

「
従
軍
慰
安
婦
」
と
い
う
呼
称
は
、
「
従
軍
看
護
婦
」 

「
従
軍
神
職
僧
侶
教
師
」 

「
従
軍
記
者
」
が
担
っ
た
公
的
な

「
従
軍
」
の
実
質
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
と
同
様
の
「
従
軍
」
を
し
た
も
の
と
混
同
・
誤
解
さ
れ
る
恐
れ
が

大
い
に
あ
り
、
検
定
基
準
の
「
図
書
の
内
容
に
、
児
童
・
生
徒
が
そ
の
意
味
を
理
解
す
る
の
に
困
難
で
あ
っ
た
り
、
誤
解

し
た
り
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
は
な
い
こ
と
」
と
い
う
規
定
に
整
合
し
な
い
と
考
え
る
。
改
め
て
政
府
の
見
解
を
問 

 

う
。 

中
で
慰
安
婦
に
の
み
「
従
軍
」
を
付
け
る
こ
と
は
、
い
か
に
も
不
自
然
な
感
じ
を
受
け
る
が
、
そ
う
で
な
い
と
判
断
す
る

理
由
は
何
か
。 

一
〇 

 



 

6 

前
回
の
教
科
書
検
定
時
に
較
べ
て
、
中
学
生
の
心
身
の
発
達
段
階
に
変
化
は
あ
っ
た
か
。 

5 

政
府
が
把
握
す
る
「
中
学
生
の
心
身
の
発
達
段
階
」
の
根
拠
は
何
か
。 

4 

「
中
学
生
の
心
身
の
発
達
段
階
に
か
ん
が
み
れ
ば
」
と
あ
る
が
、
政
府
が
考
え
る
「
現
在
の
中
学
生
の
心
身
の
発
達
段

階
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

3 

「
慰
安
婦
と
は
ど
う
い
う
女
性
で
あ
る
か
」
と
生
徒
か
ら
質
問
が
あ
っ
た
場
合
、
教
師
は
ど
う
答
え
る
の
が
好
ま
し
い

と
考
え
る
か
。 

2 

「
慰
安
婦
」
は
、
あ
く
ま
で
も
歴
史
的
事
象
の
一
つ
で
あ
り
、
性
の
問
題
と
は
無
関
係
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

1 

「
慰
安
婦
」
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
「
歴
史
的
事
象
の
一
つ
」
と
し
て
い
る
が
、
改
め
て
確
認
す
る
が
、
政
府
は
、

平
成
九
年
度
の
各
教
科
書
に
あ
る
「
従
軍
慰
安
婦
」
な
る
用
語
と
連
行
の
強
制
的
要
素
を
示
す
表
現
に
つ
い
て
「
歴
史
的

事
象
の
一
つ
」
と
断
定
し
て
い
る
の
か
。 

こ
れ
に
対
す
る
答
弁
書
に
は
、
「
中
学
生
の
心
身
の
発
達
段
階
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
中
学
生
が
先
の
大
戦
の
悲
惨
な
状
況 

を
学
習
す
る
際
の
歴
史
的
事
象
の
一
つ
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
記
さ
れ

て
い
た
が
、
次
の
点
を
問
う
。 

一
一 

 



 

 

一
二 

7 

文
部
省
の
中
学
校
学
習
指
導
要
領
で
は
、
社
会
科
の
目
標
に
つ
い
て
、
「
広
い
視
野
に
立
っ
て
、
我
が
国
の
国
土
と
歴

史
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
公
民
と
し
て
の
基
礎
的
教
養
を
培
い
、
国
際
社
会
に
生
き
る
民
主
的
、
平
和
的
な
国
家
．
社

会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な
公
民
的
資
質
の
基
礎
を
養
う
」
と
記
し
て
い
る
。
歴
史
的
分
野
の
目
標
に
つ
い
て
は
、「
我
が

国
の
歴
史
を
、
世
界
の
歴
史
を
背
景
に
理
解
さ
せ
、
そ
れ
を
通
し
て
我
が
国
の
文
化
と
伝
統
の
特
色
を
広
い
視
野
に 

 
 

立
っ
て
考
え
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
民
と
し
て
の
自
覚
を
育
て
る
」
と
記
し
て
い
る
。 

「
自
国
の
歴
史
を
学
習
し
て
」
と
い
う
中
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
に
「
自
分
の
国
が
い
や
に
な
っ
て
し
ま
う
」
「
日
本
と
い 

 

う
国
は
ア
ジ
ア
の
中
で
一
番
野
蛮
な
国
な
の
だ
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
現
状
を
知
る
に
つ
け
、
文
部
省
学
習
指
導
要
領

の
目
指
す
目
標
は
達
成
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
る
。 

本
年
度
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書
の
「
慰
安
婦
」
に
関
す
る
記
述
内
容
は
、
前
記
の
文
部
省
学
習
指
導
要
領
の
目
標
達

成
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 


